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いつも新しい流れがある  市川

避難所にしてまいります。また、環境問題は差し迫った課題です。市民の
みなさまが自分の身近なこととして行動できる仕組みをつくります。文化
芸術作品は観

み

ている人の心を動かし市民生活を豊かにします。そのため
に地域で芽生えつつある文化活動を支えるとともに、積極的に情報を発信
していきます。そのことが自分のまちに愛着を持ち、誇りに思うことになる
でしょう。
　まちが賑

にぎ

わうにはそのまちに訪れる人の身になって考える必要がありま
す。さまざまな顔を持つまちに多くの観光客を迎え入れ、本市にいつも心
を寄せてくれる方を増やします。
　本市が、江戸川のようにいつも新しい流れがあるまちとして、住んでよ
かったと思えるよう取り組んでまいります。

市川市長　村越祐民

　桜の花が咲き、入学や就職など、新生活が始ま
る人には心が弾む季節となりました。
　今年は学期末、学年末の時期が休校になりま
したが、暖かい日を迎え普段どおりの生活が戻っ
てくることを確信しています。
　市民のみなさまには、これからも健康管理には
留意して、生活を送っていただきたいと思います。
　いつも私は、他者の目で物事を考えるように心

がけています。これは他人の考えを理解した上で自分を見つめ直すこと
で、今年度の市政運営における基本的な方針にもつながっています。
　例えば災害で避難したとしても、早く普段の生活に戻れるようにします。
その間、避難した方の思いを受けとめ、何が心の支えになるのかを考えた

新しい市川市を思い描く


